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本校の食育のねらい 

 

１，栽培を通じて、作物自体やその成長を実感的
に感じ、作物への関心や愛着を深める。 

 

２，その作物を食べることで、作物の味わいに感 

  謝の気持ちを持てるようにする。 

 

３，相互に育てた作物を食べ合うことで、 

  お互い仲間にも感謝の気持ちを持ちあう。 



本校で行っている食育の活動 

 

１，育てる  ＝「作物に意識を深める」 

     Ａ、具体的な世話活動  （畑作り・世話・予防消毒など） 

         Ｂ、「親しむ」ための活動 （絵に描く・感想文を書く） 

 

２，食べる 

     ①学年・学級で食べる・・・・・・・学年での間食 

     ②学校のみんなで食べる・・・・ 全校給食 

 

３，感想の交流・共有 ＝「全校で紹介し合う」  

           ○放送  ○全校集会  ○校内の壁に写真掲示 など 

 



本校で考える「栽培」と「食」の関係と願う意識 

関係 

  ○大事に育てる・・・・・・・命を「慈しむ」 

        ↓ 

  ○それを食べる・・・・・・・命を「奪う」 

      本来、矛盾している関係 

 

願う意識      

◇「おいしい」・・・・・自分の側のみのとらえ 

    ↓ 

◇「味に感謝」・・・・自分と作物の関係のとらえ 



それ故の「願い」 

 

なるべく身近（できれば毎日見る所）で育て 

      ↓ 

日々成長する作物に「命」を感じ 

      ↓ 

それを食べる（いただく）ことで、 

      ↓  

「作物への感謝の気持ち」を持てるようにする 



 

 

      



各学年・係で 栽培した物   学び  

 

 

 

      

学年係   栽培物など       学び 

１年 プランターきゅうり 目の前で育て 、 食べる 

２年 大豆 愛着 ゆえの おいしさ 

３年 じゃがいも 保育園との提携 ・ 思いやり 

４年 きゅうり・なすなど 苦労 と 味（食べ物の命） 

５年 米 大変さ と 食べも物の重要さ 

６年 内藤プロジェクト 過去の財産 と 慈しみ 

花委員会 なす 育ちを見てきた食材 と 味 

給食 アレルギー対応 安全への配慮 



各学年・係の 

 

         「栽培」   

    「食べる活動」  

 

      映像 



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

           １年 
 
 

 

      



１年 毎日「水やり」をがんばりました。（教室前） 

 

 

 

      



子ども達の願いを受けて成長したキュウリ  

 

 

 

      



元  

 

 

 

      



教室前で収穫した「キュウリ」を給食で  

 

 

 

      



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

           ２年 
 
 

 

      



 ９月 大豆が「枝豆」として食べられるように！ 

 

 

      



  

 

 

 

      



１１月 収穫しました  

 

 

 

      



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

           ３年 
 
 

 

      



３年 保育園と一緒にじゃがいもの種芋植え 

 

 

      



長野日報新聞 



  

 

 

 

      



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

           ４年 
 
 

 

      



  

 

 

 

      



  

 

 

 

      



 

 

 

      



    子ども達の観察の絵と文  

 

 

 

      



  

 

 

 

      



   収穫したなすで「おやき」づくり 

 

 

 

      



現在の４学年前の 

菜園 

 

大根と白菜  

 

 

 

      



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

           ５年 
 
 

 

      



 代掻き見学 （５月）  

 

 

 

      



脱穀 （足踏み脱穀機） １０月  

 

 

 

      



 脱穀後の田んぼへの「ワラ蒔き」 （１０月）  

 

 

 

      



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

           ６年 
 
 

 

      



プロジェクト冊子 

 

 

 

      



説明をお聞きする （６月） 

 「内藤とうがらしプロジェクト」代表の高島さん 

 

 

 

      



長野日報新聞 



すくすく成長 （８月） 

 

 

 

      



収穫 （１０月）  

 

 

 

      



収穫 （１０月） 

 

 

 

      



                「内藤とうがらし」で 

                スパゲティー 

                 「ペペロンティーノ」  

 

 

 

      



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

        花委員会 
 
 

 

      



  

 

 

 

      



  

 

 

 

      



 

 

 

 

      

7/9（水） （２年生）    

キャベツと一緒に一夜漬け 
はじめての包丁で 
    みんな真剣！！ 
 

おいしくできると
いいなぁ。 



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

          給食係 
 
 

 

      



3年生の育てたじゃがいもを使って… 

おいしいお料理に 
してください!! 

いつもおいしいけどね♪ 

はいは～い！おいしい
じゃがいももちが 

できたよ！ 



各学年・係の活動（写真） 
 

 

 

 

       全校掲示 
 
 

 

      



広める活動 （中央廊下に活動を写真で紹介） 

 

 

 

      



 

 

 

 

      



 

各学年・係の活動での 

 

          「感想」 

   

    「学び取ったこと」  



１学年 

「キュウリ」栽培   ☆教室前にプランターで 

○毎日見ることで、 

 「だんだんと育っていく植物を自分達が『いただく』」  

                            意識を。 

「はなが７つで、はっぱが２０まい。 

 くねくねしている。きゅうりは「し」のかたち。 

 かたちのいいきゅうりがなってよかった。 

 おいしそう。はやくたべたい。」  

キュウリへの愛着 

        

※大事に育てる・・・・・・・命を「慈しむ」 
 



子ども達が書いた観察の文と絵 

 

 

 

      



２学年 

「大豆」栽培 

 

「じぶんたちで作るとこんなにおいしいんだなぁーと思 

 いました。」 
 

「はじめて食べたので、 

 ほんとおかわりしたくなるぐらいおいしいです。」 
 

愛着  

 故の、生き物、栽培物としての 

    「実感的おいしさ」を感じることができた。 

       
 

※ 自分達で作った → 「おいしい」  

 



３学年 

じゃがいも栽培 

「土よせはたいへんで手がいたくなります。 

 でもおいものためだと思うとがんばれるので、 

 手のいたさをかんじない時があります。」 
             

 

 

「ほいくえんのペアのひなのちゃんとは、 

 じゃがいもを育てる時からいっしょに育てて、 

 カレーを作るときもいっしょに楽しく作れて、 

 めんどうをよくみれて良かったです。」  

            （道徳「思いやりの心」） 
   

      

 

※ 「おいしい」 → 楽しさに感謝  

 

 

※大事に育てる・・・・・・・命を「慈しむ」 
 





４学年 

キュウリ・なす・ミニトマトの栽培 

○毎日見ることで、 

 「だんだんと育っていく植物を 

           自分達が『いただく』」意識を。 

「ある日、小さいキュウリができました。 

 それから日がたっていって、最大のキュウリの
長さが３０ｃｍになりました。 

 あんなに小さかった物がこんなに大きくなりま
した。」  

      
 

※成長を見つめる・・・・命を「慈しむ」 
 



「みそをつけて食べてみました。 

 みずみずしくてしゃきしゃきしていて、 

 店で買うキュウリよりおいしかったです。 

 このおいしさはみんなで一生けんめい育てたか
らだと思いました。」 

 

○ 「自分達のがんばり」労力と「食べること」「味」
が体験的に子どもの中で結びついた 

      
 

※ 自分達もがんばった → おいしさに感謝  

 



  

 

 

 

      



５学年 

お米（餅米）栽培 

○「作る大変さ」 と 「食べ物の大切さ」  

 「稲刈りでは、お米を少し作るだけでも、 

 こんなに手間をかけて作っていることが分かりました。
稲刈りをして「育ててよかった。」と思いました。」 

  

「脱こくをして、私達が普通に食べているお米は、この作
業をするまでに、こんなに大変だとは思いませんでし
た。これからも、お米を大切に食べたいと思いました。」 

 

 

 

※ 大変さが分かった → 「大切に食べたい」  

 



６学年 

「内藤とうがらしプロジェクト」に参加しよう 
 

江戸時代に旧高遠藩や江戸で栽培されていたとうがらし 

      小学生で育てるのは初 

 

昔の作物を蘇らせ、作物や命を大切にする意識を 

 

「料理のバリエーションの広さにびっくり。 

               心を込めて育てたい。」 

 
 

※大事に育てる・・・・・・・命を「慈しむ」 
 



児童会「花委員会」 

なす栽培 

○毎日見ることで、 

 「だんだんと育っていく植物を自分達が『いただく』」  

                            意識を。 

 

                          毎日見ている 

                           「あの野菜」 

                            を食べる。 
 

※ 「おいしい」   

 → 「ありがとう」  

 



給食係  

児童の育てた作物を給食に 

 

身近で見ながら、自分達で育てた作物 

  愛着 

 

全校に提供できた 

  誇らしい気持ち・達成感 

 

      
 

※ 食べてもらえた → 「うれしい」  

 



児童の育てた食物を給食に 

• きゅうり（1年、4年） 
    

• じゃがいも（3年） 
    

• なす（4年、花委員会） 
    

• もち米（5年） 
    

• 内藤とうがらし（6年） 
    

 

 



 

各学年・係の活動での 

 

           

     「教科性」 

   

  



国語 

○野外炊飯でじゃがいもを入れたカレーライス作り 

  体験作文書き       （３年「体験を作文に」） 
○収穫祭（ＰＴＡ親子行事）での米作り体験作文発表 

                 （５年「活動報告書」） 
算数 

○キュウリの花・葉・実の数え（１年「数のけいこ」） 
○収穫じゃがいもの計量２４０ｋｇ（３年「計量」） 
○餅米の取れ高と収穫祭で作るの「もち」の計算 

                     （５年「計算」）  

理科 

○３ヶ月間のじゃがいも観察（３年「植物の観察」）   

○キュウリ２３本 なす８本の植え付け・育成 

                  （４年「植物の観察」） 



図工 

○観察し、絵と文章で記録・絵手紙作成 

     （４年図工「絵手紙」 国語「観察文」 ） 
道徳 

○保育園のペアの子に優しくしよう （３年） 
 

生活科 

○大豆から「みそ」「とうふ」を作ろう（２年） 
 

総合的な学習の時間 

○保育園の友達とじゃがいもを作って、ジャガイモカ
レーを作ってあげよう  （３年）  

○学級前の放置花壇を「菜園」へ作り替えよう （４年） 
○自分達で「収穫祭」を作り上げよう  （５年） 
○「内藤とうがらし」を復活させよう   （６年） 



 

各学年・係の活動での 

 

           

  様々な団体との提携 

   

  



他機関との連携 

学区内の専門家 「伊藤さん」 

   ～園芸・栽培の専門家 

         （年に何度も園芸指導セミナー開催）～ 

 ○土作り指導 

  ①プランター作り指導 

  ②学校花壇の「菜園」への作り替え指導 

   ＊４学年前と玄関前の花壇の土を劇的に改良 

  ③職員にも「土の作り方」と「予防消毒」伝達し、 

    各学年の畑にもその方法を取り入れ。 



地域の方との提携 

 北沢英樹さん 

   （学校西の狐島地区で一番広く田んぼを耕作） 

米作り指導・・・・５学年に 

 ①米作りについてのお話 

 ②「代掻き」を実際に目の前でしていただく 

 ③肥料・農薬の役割のお話と、肥料蒔き指導 

 ④脱穀のご協力 

 ⑤藁・秋肥料蒔きの必要のお話と児童の実施    



学校保健委員会との提携 

飯田女子短大 安富和子教授を招いて 

 

○咀嚼（そしゃく）の大切さの学び（職員） 

 

 ①咀嚼の、脳や体の成長への影響を学ぶ 

 ②「かみかみセンサー」の利用研究 

   ＊児童の咀嚼の度合いを知るため 



ＰＴＡとの提携 

ＰＴＡ作業での土作り・菜園応援 

 

 ①１学年教室前のプランターの土作り 

                  （１学年保護者） 

   ○「１年生の我が子のために、いいかげん 

     な土は作れない」(父) 

 ②４学年教室前の花壇→「菜園」の「手」づくり 

   ○キュウリの生長を願って   



 

 

           

     地域食材活用 

   

     （給食係・栄養士）  



地域食材の活用 

○食材の購入に関して 

 ３つの業者から見積もりを取り寄せ、入札。 

 選定条件は 

 ①伊那産、②上伊那産、③長野県産、④国産 

○地域食材の日（おおむね月1回） 

 地域の郷土料理や伝統食材、地域で生産してい
る加工品などを取り入れた献立。 

 安心・安全な食材の提供、地域理解、地域との
繋がりを感じる 

 ☆アスパラ農家への取材 

 



アスパラ農家、山岸さんを取材 



アレルギー対応 

• 色違い食器の導入 

 見た目ではわかりにくい対応食の時（つなぎ
に卵を使用したしゅうまいなど）でも、 

 対応食であることが分かるように。 

 自分だけでなく、 

 担任や周りの児童への周知にもなる。 

• アレルギー対応フローチャート 

 一月のアレルギー対応の流れを図に 



アレルギーフローチャート 

•   

日付 栄養士 調理員 給食主任 担任 保護者

10日頃 一般献立①案作成

一般献立①案直し
13日頃 一般献立②案作成

一般献立②案直し
16日頃 一般献立③案作成

一般献立③案直し
18日頃 一般献立④案作成

一般献立④案直し
20日頃 一般献立⑤作成（最終案）

　　　　　　　　↓
21日頃 詳細献立（1ヶ月分）作成

　　　　　　　　↓
22日頃

23日頃

　　　　　　　↓
担任用にコピーを取る
　　　　　　　　↓ 　

　　　　　　↓

　　　　　　　↓
27日頃

28日頃

29日頃

翌1日

アレルギー用のク
ラス掲示献立表を
クラスに掲示する

クラス掲示用献立表の、
対応食のある献立に
マーカーを付ける

詳細献立にある内容に沿って、アレルギー対応
を行う。前日と当日のミーティングで、ｱﾚﾙｷﾞｰ児

童一覧表を読み上げて確認する

確認印を押して、
ファイルを返却

ファイルに印があること
を確認する

対応内容に間違い
がないか確認する

詳細献立の確認、直
し、アレルギーチェッ

ク

詳細献立のアレルゲン
にマーカーを付け、クラ
ス名と対応内容を記入

個人別の対応を記入し
た詳細献立を作成する

詳細献立のアレル
ギーチェック

家庭用と担任用の詳細
献立を担任に渡す 家庭用の詳細献立

を該当児童に渡す

担任用の詳細献立
のアレルギー対応の
内容に間違いがない
か確認し、保管する



 

           

      終わりに 

 

   （今後の課題と展開） 

   

  



１，意識の醸造 

 ○作物を「いただく」「ありがたい」という意識 

   にはなかなか行かなかった。 

  ＊更により実感的な育て方をしたり 

  ＊教師が「意識が進む問いかけ」をしたりし  

           それらの意識に近づけたい。 

２，共有の推進 

 ○全校集会で各学年の活動や思いを共有し 

  合い、相互理解と相互影響を図る。 

     


